
省

令

告

示

二

実
務
研
修
を
実
施
す
る
機
関
の
名
称
、
所
在
地
及
び
研
修
内
容

名

称

所

在

地

研
修
内
容

株
式
会
社
新
鬼
怒
川
観
光
ホ
テ
ル
水

明

栃
木
県
日
光
市
鬼
怒
川
温
泉
滝
三
百
五
十
九
番
地

二

ホ
テ
ル
研
修

三

対
象
と
な
る
者

平
成
二
十
二
年
五
月
七
日
か
ら
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
本
邦
に
入
国
す
る
者

四

対
象
と
な
る
者
が
研
修
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
期
間

一
年
以
内
の
期
間

二

実
務
研
修
を
実
施
す
る
機
関
の
名
称
、
所
在
地
及
び
研
修
内
容

名

称

所

在

地

研
修
内
容

株
式
会
社
新
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
塩
原

栃
木
県
那
須
塩
原
市
塩
原
七
百
五
番
地

ホ
テ
ル
研
修

三

対
象
と
な
る
者

平
成
二
十
二
年
五
月
七
日
か
ら
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
本
邦
に
入
国
す
る
者

四

対
象
と
な
る
者
が
研
修
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
期
間

一
年
以
内
の
期
間

二

実
務
研
修
を
実
施
す
る
機
関
の
名
称
、
所
在
地
及
び
研
修
内
容

名

称

所

在

地

研
修
内
容

株
式
会
社
西
伊
豆
ク
リ
ス
タ
ル

ビ
ュ
ー

静
岡
県
賀
茂
郡
西
伊
豆
町
宇
久
須
二
千
百
二
番
地

の
一

ホ
テ
ル
研
修

三

対
象
と
な
る
者

平
成
二
十
二
年
五
月
七
日
か
ら
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
本
邦
に
入
国
す
る
者

四

対
象
と
な
る
者
が
研
修
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
期
間

一
年
以
内
の
期
間

平成™™年œ月�日 金曜日 第œš—�号官 報
〇
法
務
省
告
示
第
二
百
九
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
研
修
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
六
号
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
同

下
欄
第
五
号
ハ
及
び
第
六
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
研
修
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
七
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

一

研
修
を
事
業
と
し
て
行
う
機
関
の
名
称
及
び
所
在
地

株
式
会
社
新
鬼
怒
川
観
光
ホ
テ
ル
水
明

栃
木
県
日
光
市

鬼
怒
川
温
泉
滝
三
百
五
十
九
番
地
二

〇
金
融
庁
告
示
第
六
十
号

オ
リ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
が
、
富
士
火
災
海
上
保
険
株
式

会
社
の
主
要
株
主
基
準
値
以
上
の
数
の
議
決
権
の
保
有
者

で
な
く
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
保
険
業
法
（
平
成
七
年
法

律
第
百
五
号
）
第
二
百
七
十
一
条
の
三
十
三
第
一
項
第
二

号
の
規
定
に
よ
り
オ
リ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
の
同
法
第
二
百

七
十
一
条
の
十
第
二
項
た
だ
し
書
の
認
可
が
そ
の
効
力
を

失
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
百
七
十
四
条
第
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
七
日金

融
庁
長
官

三
國
谷
勝
範

〇
金
融
庁
告
示
第
五
十
九
号

ア
メ
リ
カ
ン
・
ホ
ー
ム
・
ア
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
・
カ
ン
パ

ニ
ー
よ
り
保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二

百
九
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
同
法
第
百
八
十
七

条
第
一
項
第
二
号
に
定
め
る
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
氏

名
及
び
住
所
の
変
更
）
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
百
八
十

九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
七
日金

融
庁
長
官

三
國
谷
勝
範

日
本
に
お
け
る
代
表

者
の
氏
名
及
び
住
所

後
藤

久
雄

東
京
都
三
鷹
市
下
連
雀
五
丁
目
五

番
一
e

八
百
十
三
号

橋
谷

有
造

千
葉
県
市
川
市
大
洲
三
丁
目
十
二

番
九
e

百
一
号

〇
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
九
号

労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第

七
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
基
準
法
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
七
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

労
働
基
準
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

労
働
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
厚
生
省
令
第

二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
二
第
三
号
４
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４

電
子
計
算
機
へ
の
入
力
を
反
復
し
て
行
う
業
務

そ
の
他
上
肢し

に
過
度
の
負
担
の
か
か
る
業
務
に
よ

る
後
頭
部
、
頸け
い

部
、
肩
甲
帯
、
上
腕
、
前
腕
又
は

手
指
の
運
動
器
障
害

別
表
第
一
の
二
第
四
号
８
中
「
７
」
を
「
８
」に
改
め
、

同
号
８
を
同
号
９
と
し
、
同
号
７
を
同
号
８
と
し
、
同
号

６
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

７

石
綿
に
さ
ら
さ
れ
る
業
務
に
よ
る
良
性
石
綿
胸

水
又
は
び
ま
ん
性
胸
膜
肥
厚

別
表
第
一
の
二
第
六
号
１
中
「
の
業
務
」
の
下
に

「
、
介
護
の
業
務
」
を
加
え
、
同
表
第
七
号
９
中
「
肝
血

管
肉
腫し
ゆ

」
の
下
に
「
又
は
肝
細
胞
が
ん
」
を
加
え
、
同
号

10
中
「
又
は
甲
状
腺せ
ん

が
ん
」
を
「
、
甲
状
腺せ
ん

が
ん
、
多
発

性
骨
髄
腫し
ゆ

又
は
非
ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ
腫し
ゆ

」
に
改
め
、
同
表

中
第
九
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
八
号
を
第
十
号
と
し
、

第
七
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

八

長
期
間
に
わ
た
る
長
時
間
の
業
務
そ
の
他
血
管
病

変
等
を
著
し
く
増
悪
さ
せ
る
業
務
に
よ
る
脳
出
血
、

く
も
膜
下
出
血
、
脳

塞
、
高
血
圧
性
脳
症
、
心
筋

塞
、
狭
心
症
、心
停
止（
心
臓
性
突
然
死
を
含
む
。）

若
し
く
は
解
離
性
大
動
脈
瘤り
ゆ
う

又
は
こ
れ
ら
の
疾
病

に
付
随
す
る
疾
病

九

人
の
生
命
に
か
か
わ
る
事
故
へ
の
遭
遇
そ
の
他
心

理
的
に
過
度
の
負
担
を
与
え
る
事
象
を
伴
う
業
務
に

よ
る
精
神
及
び
行
動
の
障
害
又
は
こ
れ
に
付
随
す
る

疾
病附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
十
一
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
研
修
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
六
号
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
同

下
欄
第
五
号
ハ
及
び
第
六
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
研
修
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
七
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

一

研
修
を
事
業
と
し
て
行
う
機
関
の
名
称
及
び
所
在
地

株
式
会
社
西
伊
豆
ク
リ
ス
タ
ル
ビ
ュ
ー

静
岡
県
賀
茂
郡

西
伊
豆
町
宇
久
須
二
千
百
二
番
地
の
一

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
十
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
研
修
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
六
号
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
同

下
欄
第
五
号
ハ
及
び
第
六
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
研
修
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
七
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

一

研
修
を
事
業
と
し
て
行
う
機
関
の
名
称
及
び
所
在
地

株
式
会
社
新
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
塩
原

栃
木
県
那
須
塩
原
市

塩
原
七
百
五
番
地

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
十
二
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
研
修
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
六
号
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
平

成
十
六
年
九
月
九
日
法
務
省
告
示
第
四
百
二
十
四
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
七
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

第
二
号
の
表
有
限
会
社
堀
田
研
作
所
の
項
中
「
金
属
プ
レ
ス
加
工
」
を
「
金
属
プ
レ
ス
加
工
、
機
械
加
工
」
に
改
め

る
。
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